
紹

介

産
に
所
牧
論
著
の
題
縁
を
掲
げ
て
置
く
o

O
帝
顧
悶
憲
法
の
制
定
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
：
…
（
一
頁
一
七
六
頁
）

○
憲
法
鯛
定
前
後
…
・
…
…
…
…
…
・
：
：
…
…
…
（
七
七
頁
一
一
〇
藁
頁
）

〇
五
箇
條
の
御
誓
文
と
震
翰
…
…
…
…
…
…
（
…
〇
四
頁
ー
コ
一
五
頁
）

○
俳
藤
博
交
の
憲
渋
思
想
・
…
…
・
・
…
…
…
…
（
一
二
六
頁
一
】
四
五
頁
）

○
伊
藤
繊
回
文
の
憲
政
及
び
致
仕
患
想
…
…
…
（
｝
四
六
頁
一
一
六
〇
頁
〉

○
留
朋
輩
博
文
－
ζ
晶
ル
M
悶
・
承
孚
の
黒
｝
想
的
軋
繊
糠
・
：
（
｝
山
ハ
一
甲
貝
・
一
一
八
四
頁
）

○
立
憲
的
内
閣
再
度
の
創
始
に
就
い
て
…
…
（
一
八
五
頁
一
二
〇
七
頁
）

○
第
百
憲
政
の
三
大
思
想
…
…
…
…
…
：
・
…
（
二
〇
八
頁
一
二
二
誠
頁
）

○
蒲
導
出
羅
蝋
灘
士
口
の
志
怯
獣
臨
田
燃
慧
：
：
：
・
：
：
：
・
：
・
：
：
（
二
一
駕
野
口
以
一
二
山
ハ
○
百
ハ
）

○
維
薪
以
後
に
於
け
る
巣
黛
及
び
國
藤
下
惣
の
攣
蓬

　
　
：
・
：
・
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
（
二
山
ハ
一
頁
一
…
二
〇
一
瓢
貝
）

○
新
樋
本
の
建
設
者
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
（
一
二
〇
三
頁
ー
ヨ
三
九
頁
）

○
陸
奥
宗
光
と
そ
の
憲
政
思
想
…
…
…
…
…
（
謡
　
醐
○
頁
一
三
七
＝
貝
）

○
教
育
勅
語
の
湊
…
竣
を
螺
、
賞
せ
る
人
々
…
…
（
三
七
二
頁
一
四
〇
二
頁
）

○
明
治
維
麟
の
明
階
二
方
爾
…
…
…
…
・
：
…
（
臆
〇
三
頁
一
四
一
鴬
二
頁
）

　
　
　
以
　
　
上

〔
菊
到
、
四
二
二
頁
定
総
懸
購
凱
拾
銭
）
來
京
千
倉
書
房
難
行
〕
（
田
中
）

0
憩
戸
市
史
（
第
二
鰻
）紳

戸
市
役
所
編

　
甦
に
刊
行
せ
ら
れ
た
る
鎌
取
市
史
は
故
内
田
熱
学
富
士
め
立
て
ら
れ
た
る

編
瞬
漂
案
を
根
抵
と
し
て
、
蘇
原
勝
郎
薄
士
を
編
纂
監
修
、
薪
懸
樋
博
士
を
岡

第
ご
ナ
三
巻
第
一
號

｝
竜
六

顯
問
と
し
、
莫
の
下
に
主
と
し
て
古
磯
艮
一
身
、
隅
久
鍛
三
郎
氏
等
が
編
纂

員
と
し
て
そ
の
業
に
當
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
閣
外
故
三
浦
周
行
樽
士
、

喜
田
貞
吉
博
士
櫨
悶
も
執
筆
せ
ら
れ
、
か
く
の
麺
・
轟
・
、
癬
界
の
謙
鵬
威
を
網
羅
せ
る

前
装
市
史
は
夙
に
慶
く
よ
り
丁
丁
編
纂
醜
業
の
白
眉
と
し
て
認
め
ら
れ
て
み

た
。

　
既
の
前
輯
常
流
に
よ
っ
て
神
戸
市
に
於
け
る
古
代
よ
り
最
逡
継
に
至
る
歴

史
¶
的
礎
蓬
を
眞
に
よ
く
理
解
し
鰐
る
の
で
あ
る
が
、
既
等
の
謝
儀
事
項
が
原

釧
と
し
て
大
黒
七
年
三
月
を
隈
り
と
し
て
筆
を
出
陣
い
て
る
る
た
め
、
近
蒔
に

於
け
る
複
難
”
多
異
な
る
三
王
情
勢
の
攣
懸
に
俘
ふ
其
後
の
瀞
戸
市
勢
の
墾
動

は
大
士
七
年
以
前
に
比
し
て
毘
し
く
隔
糖
の
感
を
抱
か
し
む
る
も
の
あ
り
、

其
等
攣
遽
の
情
溌
を
窺
知
し
霧
ざ
る
憾
が
存
し
た
の
で
あ
る
が
今
愛
に
そ
の

績
編
と
も
上
す
べ
き
第
二
手
手
戸
丁
丁
が
編
纂
上
梓
さ
れ
詳
し
く
其
等
の
審

々
を
屯
挙
る
を
得
る
に
至
っ
た
事
は
慶
し
い
次
篤
で
あ
る
。

　
既
第
二
上
市
史
は
繭
腿
市
史
編
纂
顯
問
た
り
し
新
対
出
離
士
が
同
じ
く
鷺
ハ

顧
問
と
し
て
編
輯
を
統
率
せ
ら
れ
、
ま
た
戯
事
編
総
員
織
久
鍛
ヨ
臨
氏
そ
の

編
暴
を
主
任
し
そ
の
下
に
主
と
し
て
猶
概
彌
高
慮
凝
鮒
が
興
の
業
に
當
り
昭

和
九
年
四
月
よ
り
編
…
纂
に
書
一
手
し
岡
牽
二
年
六
月
ψ
7
6
了
せ
ら
れ
た
・
も
の
で
あ

る
。
そ
の
編
暴
方
針
は
大
隅
に
於
て
薗
韓
．
市
災
に
準
雛
、
し
て
履
り
、
大
正
八

年
よ
り
昭
瀦
八
年
に
歪
る
十
五
ケ
年
蘭
の
諸
事
魔
を
記
載
し
て
み
る
。

　
第
二
輯
市
史
は
三
燐
よ
り
威
り
第
一
懸
本
編
、
第
二
燈
刷
録
、
及
び
第
三

溺
附
圃
、
資
料
、
隼
表
、
索
引
等
の
各
順
に
分
れ
て
み
る
Q
第
一
懸
本
編
は

綿…

熕
ﾄ
説
に
わ
け
、
総
説
に
て
は
世
界
出
職
蓮
行
串
に
於
け
る
異
常
な
る
市

勢
の
伸
展
、
大
鷺
の
終
規
軍
需
備
後
の
機
動
架
に
よ
る
財
界
の
M
凶
備
…
等
の
弓
勢

（1？6＞



を
概
親
し
、
，
昏
説
に
て
は
身
命
市
勢
革
綴
颪
に
於
け
る
情
勢
の
推
移
を
上
、

下
に
労
け
て
詳
慰
し
て
み
る
Q
そ
の
上
に
於
て
は
「
産
業
の
獲
展
及
び
富
の

蓄
積
」
「
生
活
状
態
の
攣
愛
し
「
人
口
の
増
殖
」
「
市
の
膨
脹
及
び
完
實
」
の
四

章
、
そ
の
下
は
「
行
幸
行
啓
並
び
に
泉
窒
關
係
脅
嚇
」
「
市
政
機
關
の
沿
革
し

「
市
讐
羅
業
」
「
市
の
財
政
」
「
小
伽
生
」
「
土
木
」
「
鋤
業
」
「
計
　
断
雲
蜘
来
し
算
教

育
」
「
外
事
し
「
兵
審
警
察
並
び
に
暴
落
し
「
式
典
並
び
に
褒
賞
」
の
十
二
章
と

成
り
、
其
如
上
章
の
項
欝
に
於
て
は
前
論
下
灘
の
膿
裁
を
躇
襲
せ
る
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
於
て
は
世
界
大
…
職
に
よ
る
我
隅
資
本
主
義
鰻
織
…
の
驚

く
べ
き
獲
展
、
そ
れ
等
の
急
難
よ
り
生
ず
る
餐
方
々
に
於
け
る
雑
多
の
矛

盾
、
叉
そ
れ
に
絹
罐
…
す
る
物
心
爾
方
面
に
於
け
る
惰
…
勢
の
攣
革
進
展
等
は
殆

ん
ど
箔
屋
市
無
謬
載
の
大
圧
ヒ
黒
人
茄
の
憩
戸
市
勢
の
奮
態
と
は
一
業
せ
る

屯
の
す
ら
存
す
る
も
の
あ
る
を
知
ら
し
め
る
。
第
二
溺
溺
録
は
こ
部
に
分
れ

第
一
部
は
小
説
繊
淳
氏
執
鰹
に
係
る
「
中
継
の
器
楽
と
外
國
驕
係
」
に
し
て

「
兵
庫
港
の
獲
逢
」
「
日
明
交
渉
と
兵
滝
こ
「
臼
鮮
交
渉
と
兵
庫
し
「
琉
球
と
の

交
渉
と
兵
庫
」
「
中
世
末
期
の
外
．
魏
關
係
と
兵
庫
」
の
五
章
よ
り
成
り
、
筋
輯

市
史
別
録
に
牧
め
ら
れ
た
る
「
中
狸
の
兵
庫
」
を
葡
湿
し
て
よ
く
中
世
兵
廊

の
全
貌
を
豊
富
な
る
史
料
を
服
細
し
て
昏
方
面
よ
り
糠
討
し
明
ら
か
に
さ
れ

て
み
る
Q
照
日
劉
　
部
は
¶
二
戸
の
｛
氣
象
」
「
淋
輸
’
の
港
瀦
に
「
瀞
斥
の
恥
穏
蓮
」

「
瀞
戸
の
港
外
國
貿
易
の
礎
濯
」
の
四
章
よ
り
な
り
京
阪
憩
の
商
工
榔
市
を
ヒ

ソ
タ
…
ラ
ン
ド
と
し
て
近
時
異
常
な
る
獲
展
伸
長
を
逢
げ
た
る
瀞
戸
港
の
機

鮎膳

y
そ
の
活
動
ハ
粕
淵
を
充
へ
分
に
知
り
…
得
る
。

　
紛
第
　
　
…
懸
は
資
料
を
主
と
し
て
他
に
附
蘭
、
年
表
、
書
臼
、
索
引
等
を
牧

載
せ
る
が
、
資
料
と
し
て
は
「
古
代
、
巾
灘
の
兵
庫
及
び
附
近
に
饗
す
る
資

紹

介

・
料
」
を
以
て
前
襟
窮
史
資
料
の
補
充
を
卑
し
「
傍
証
の
寳
料
」
ほ
楠
公
碑
關

係
、
北
風
家
關
係
、
高
繊
騰
嘉
兵
締
關
委
嘱
豊
原
餐
鏡
を
追
加
と
し
て
牧
鍮

し
て
み
る
。
ま
た
年
表
、
索
引
は
面
面
市
旋
の
そ
れ
と
額
挨
っ
て
讃
麟
に
多

大
の
便
宜
を
與
へ
る
も
の
で
あ
り
、
編
纂
員
の
勢
苦
は
十
分
に
感
謝
さ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
甚
だ
簡
軍
に
し
て
た
“
そ
の
脇
目
を
列
議
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
竜
の
で

あ
り
、
本
書
の
内
容
を
察
知
し
得
ざ
る
憾
あ
る
を
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
前
述

せ
る
如
く
此
の
第
二
輯
市
平
は
大
蕉
八
年
以
來
十
五
ケ
年
闘
と
雷
ふ
如
き
極

く
短
き
期
闘
、
而
も
蝕
り
に
亀
吾
々
に
身
近
き
臨
代
に
於
け
る
盤
根
錯
離
し

た
る
祉
會
情
勢
の
推
移
を
観
ん
と
す
る
も
の
に
し
て
、
其
の
編
纂
事
業
は
隔

意
昧
に
於
て
頗
る
閥
愚
な
る
も
の
な
り
し
を
推
察
す
る
に
難
く
な
い
が
、
よ

く
美
纂
な
る
成
果
を
纂
げ
鼠
つ
統
計
、
グ
ラ
フ
等
を
十
発
に
帰
…
用
し
以
て
読
ハ

の
記
述
を
瞭
然
た
ら
し
め
て
み
る
が
如
き
、
實
に
雨
韓
市
吏
の
縛
猛
た
る
の

役
鰯
を
立
派
に
碧
し
得
た
竜
の
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
Q

　
爾
第
二
輯
騨
戸
市
史
完
了
に
つ
い
で
、
訪
韓
市
単
九
撮
の
再
版
が
血
続
せ

ら
れ
、
既
に
そ
の
本
編
総
説
及
び
各
説
、
別
心
ノ
一
の
三
柵
が
刊
行
せ
ら
れ

た
る
こ
と
を
附
記
す
る
り
（
菊
剣
、
第
一
膀
本
編
一
一
九
六
頁
、
第
二
懸
別
録

七
九
四
頁
、
第
三
鵜
資
料
等
七
五
覧
頁
、
憩
戸
市
役
所
獲
行
、
磯
谷
×
原
山
）

○
唐
宋
法
律
交
書
の
研
究

仁
共
田

陞
著

　
支
螂
は
肝
臓
典
禮
の
國
・
感
度
の
國
で
、
就
ハ
の
整
縮
の
現
象
は
支
那
交
化

の
華
と
朗
㎜
は
れ
、
法
律
方
｝
悶
に
於
て
・
も
腰
当
令
・
絡
劉
式
畑
…
備
…
は
り
》
一
嫁
に
点
麿
代

第
二
十
三
谷
　
第
一
號

一
七
融

（エ77）


